
事故発⽣位置情報を⽤いた事故分析
総合システムの研究開発

↑交通事故発⽣位置の
経度・緯度を⽤いてカ
ーネル密度推定を⾏っ
た結果（2013年の⼈⾝
事故；東京）
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■研究の背景・⽬的
年間約63万件の⼈⾝事故（2013年）
発⽣場所を地図に落とせるのは⼀般都道府県道以

上の道路での事故のみ
道路管理者のマッチング作業による
これ以外の事故は場所を特定できなかった
しかし，2012年から事故原票に「発⽣場所の
経度・緯度」が附与されるようになった

「すべての⼈⾝事故」を対象に「すべての道
路，地域」で事故を分析することが可能に

GISを援⽤した総合的な事故分析システムを事故
分析のための基盤として構築し，安全性向上を
⽬指す
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研究実施体制

研究成果の概要
①事故分析システムに対する社会的・⾏政的ニーズ，技術的課題の整理
新たなデータの追加整備のほか，メッシュデータを整備し，メッシュ毎に各種指標（道

路種類別の延⻑，施設数等）を集計した．さらに，事故データ1件ごとにセンサス交通量と
の紐付けを⾏った．
また，経度・緯度で与えられる事故の発⽣場所の近傍に存在する同種道路・交差点を検

索するシステムの機能向上を図った．
経度・緯度が⾼精度で⼊⼒されている9県に対して，マッチング作業を省略して統合デー

タベースを作成し，提供した（試⾏段階）．



3

研究成果の概要（続き）

②事故発⽣位置情報を⽤いた事故分析及びデータ
利⽤⽅法の検討
沿道⼟地利⽤と交通事故との関連性を分析するた

め，都市計画の⽤途地域別に事故の特性を分析した
（右図）．
また，電話帳をもとにした店舗，事務所の位置デ

ータを事故分析⽤に整備した．
さらに，東京で2013年に発⽣した⼀般道路での

事故を1 kmメッシュ単位に集計したデータを⽤い
て計数モデルを推定した．「ゼロ強調負の⼆項分布
回帰モデル」の推定結果は右表のとおりである．

③事故分析統合システムの開発
道路管理者向けに，事故位置検索・表⽰システム

を作成するとともに，地域メッシュ，⼆分の⼀地域
メッシュ，四分の⼀地域メッシュのデータを整備
し，メッシュ毎に分析に必要なデータを集計した
（道路延⻑，施設数など）．
メッシュを使った集計⽤システムを5県に先⾏的

に提供した．
 2013年に東京の
⼀般道路で発⽣した
事故件数（左）と店
舗数（右）を1km メ
ッシュを使って集計
した結果
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H27年度はH26年度に引き続いて，①事故分析システムに対する社会的・⾏政的ニーズ，技術的課題の整理，②事
故発⽣位置情報を⽤いた事故分析及びデータ利⽤⽅法の検討，及び③事故分析総合システムの開発の3項⽬の研究開
発を実施し，当初⽬標の達成を図ります．
① 従来道路管理者が実施していた「マッチング作業」を経度・緯度情報を使って代替するための試⾏を全国に拡⼤

し，道路管理者の要望をヒアリングした上で必要な改善を⾏う．
② データの更新・整備を⾏うとともに，事故原因を解明するための分析（地理的加重回帰モデル等）を全国レベル

で⾏う．
③ 地域メッシュを単位とした事故分析システムの全国展開を図るとともに，メッシュを使わない分析システムにつ

いても構築を進め，道路管理者，ユーザー等からの改善要望等に対応し，分析能⼒，使い勝⼿の向上を図る．

研究成果の概要（続き）
■ 1年⽬の中間評価時の指摘事項への対応
①採択時の要望事項を反映した研究計画としていただきたい（従来のGISを利⽤した事故DBとの差異を明らかにすること，シス
テム活⽤の効果を明確にすること）
 DRMと事故データとの連携を図るとともに，沿道の建物⽤途，店舗などの情報を使った分析を可能にしました

②システムにより具体的にどのような事故分析が可能となるか，そのメニューを具体的に⽰していただきたい
①と同じ回答になります

③道路管理者が事故対策の実務分析で使えるように，使い勝⼿の向上や信頼精度を⾼めるとともに使いやすいシステ
ムの構築を⽬指していただきたい
道路管理者からの要望を受けて事故位置検索システムを作成しました．今年度から経度・緯度情報を使って統合
事故DBを作成し，試⾏的に道路管理者に提供しているところ，道路管理者の要望をヒアリングし必要な改善を⾏い
ます

④道路管理者だけでなく，学校など広く⼀般に使いやすいシステムとする⽅策についても，検討を進めていただきた
いネット経由で集計等の要請に応えられるようにすることを検討します

⑤事故発⽣位置の誤差等を修正・改善する⽅策についても，検討を進めていただきたい
 2012年に⽐べると，2013年のデータの精度は向上しています．今後とも精度向上に努めます．

研究の⾒通し


